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平成27年４月から平成28年３月まで献眼者ご芳名
平成27年

５月 匿 名 希 望 富山市

５月 棚 橋 ク ニ 様 魚津市

６月 井 村 博 子 様 高岡市

７月 廣野登志子 様 富山市

７月 匿 名 希 望 富山市

７月 篠田幸一郎 様 富山市

７月 中陳　千賀 様 黒部市

８月 川岸　廣治 様 富山市

８月 前田喜代志 様 砺波市

８月 國分　笑子 様 高岡市

８月 澤田　スイ 様 高岡市

８月 武田　隆一 様 富山市

９月 匿 名 希 望 氷見市

９月 筒井　俊三 様 富山市

10月 匿 名 希 望 高岡市

11月 細田　和昭 様 富山市

11月 林　　 實 様 富山市

11月 中村　眞吾 様 滑川市

12月 西島　政義 様 入善町

12月 笹邊　　貢 様 南砺市

12月 長瀬美智子 様 富山市

平成28年

１月 桝谷　啓司 様 富山市

２月 大間知　梢 様 富山市

２月 匿 名 希 望 南砺市

３月 中村祐美子 様 富山市

３月 大 橋 義 信 様 高岡市

̶謹んで哀悼の意を表します̶

厚生労働大臣感謝状伝達式
　10月20日（木）、県庁特別室にお
いてご献眼いただきました皆様に厚
生労働大臣からの感謝状を伝達させ
ていただきました。 
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　私たちは日々の生活を多くの身体感覚をもとに行ってい

て、おおむね80％の情報は眼から入ると言われています。

逆に言えば、視力を失うことは多くの生活情報を失うことに

なり、通常の社会生活が困難になってしまいます。近年眼科

医療は飛躍的に進歩し、他の診療科と比べてもスピードは速

く、その治療実績は驚くばかりです。かつては手の届かな

かった部分の検査が可能となり、治療法がないと言われてき

た病気も手術できるようになりました。これは診療機器や手

術機械の進歩が大きく貢献していますが、なによりも治療にあたる眼科医の技術と勇気

が良好な結果をもたらしています。角膜移植についても、全層移植に加えて多くの手術

手技が開発され、それぞれの適応疾患に対して良好な手術成績が報告されています。透

明な角膜はもちろん光を通しますが、それだけではなく「レンズ」の役割もしていま

す。カメラの一番前のレンズと同じです。ここに強い混濁が残ってしまうと、視覚を取

り戻すには角膜移植しか方法はありません。「角膜移植しかない」は、言い換えると「角

膜移植ができる」ということです。待機されている多くの患者さんが社会生活に復帰で

きるかどうかは献眼の数にかかっています。どんなに手術方法が向上しても、移植に使

わせていただく角膜がないことには多くの患者さんを救うことはできません。他人ごと

ではなく、角膜移植を我がことと考えるアイバンクの精神に大きな意義があると思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

　開設以来、657人の方が角膜移植を

受けて光を取り戻していらっしゃいま

す。

　 し か し、 ま だ 富 山 県 で は、16人、

全国では約2,000人の方が角膜移植を

待ち望んでいらっしゃいます。

「角膜移植ができる」ということ
富山県眼科医会会長　狩野　俊哉

富山県 全　国

献眼登録者数 20,362人     1,533,772人     

献眼者数 396人     40,623人     

角膜移植者数 657人     62,787人     

強膜移植者数 154人     

実績（開設以来の累計）2016年10月末現在
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 　2015年初夏、80歳をゆうに過ぎた両
親を連れ、北陸新幹線で東京見物。そ
の後も旅行好きな父は、ご近所の方々と
三方五湖へ行くことを楽しみに日々を過
ごしていました。
　そんな中、11月末から不調を訴え入
院。退院はしたものの過去に心筋梗塞
を起こし慢性心不全という疾患があり、
12月末にまた入院することになりまし
た。退院できそうになると体調を崩すと
いったことを繰り返し、とうとう４カ月目、医療の限界、父の生命の限界を迎えること
になりました。入院中は早く住み慣れた家に帰りたいの一心で歩行リハビリを行ってい
ましたが、治療の見通しもなく点滴が外せない、点滴の針を入れる血管がみつからない
ことが最大の苦痛となっていました。打つ手なしの治療に苛立ちを感じながら自分の死
期を悟った父は、私に自宅からドナーカードを持ってくるように言いました。
　かつてライオンズクラブの会員であった頃登録したそうです。ライオンズクラブはま
さしく奉仕活動を行う団体です。個人経営者や会社の役員の方が多く、仕事等を通し地
域の方々に社会貢献すべきと考えておられる方が多いのではないかと思います。
　父はワンマンではありましたが、曲がったことが大嫌い、冗談は言いますが正直で自
分を飾らない、わかりやすい人でした。
　その父が病室で献眼したいと言った言葉に、私は素直に従おうと思っていました。
　父の容体が急変し、私が駆けつけたときは父の体を揺さぶっても答えてくれませんで
した。過去に父は心肺停止を２回おこし２回とも、縁あってこの世に戻ってきています。
今回もとかすかな望みを抱きましたが、つらい闘病生活を見ていて、これでいいよ、よ
く頑張ったねと思えていました。
　このとき母は、家に帰ることを毎日願い闘病生活を送っていた父を早く家に帰らせた
いと思っていました。亡くなった日が日曜日とあって大学の眼科に連絡しても月曜日か
それ以降でないと父の体は家には戻れないかもしれないと看護師さんに言われました。
　ドナーカードを持ちながら献眼するかどうかは家族の判断となります。私は父の願い
を無にすることこそ後悔の念と思い、父の意志を通すことに母も納得してくれました。
その後大学の先生の対応も早く施術でき、その深夜に父は家に帰ることができました。
　後にアイバンクの方から２人に役立てられたことをお聞きし、いくつになっても奉仕
活動を行うことは可能なんだと知り、人のお役に立てることは崇高な行為だと改めて父
を誇らしく思うのでした。
　人生の終わりに献眼という善意の奉仕ができたことは父本人にとっても、家族にとっ
ても倖せです。ありがとうございました。

献眼者ご遺族の手記

父が遺していったもの 鈴木　京子
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　数年前のある日、妻が突然私に聞いて

きました。「アイバンクに登録しようと思

うけど、いい？」と。一度言い出したら

譲らない性格であることは分かっていま

したので、私は一言「いいと思うよ。」と

答えました。そして、そんなことがあっ

たことも忘れかけていた、またある日、

「アイバンクに登録してきたから、もし、

私が先に死ぬことがあったら、絶対、手続き

を忘れないでね！」と言いました。この言葉だけは、ずっと私の心の中に残りました。

　妻がなぜ、アイバンクに登録し、「献眼」することにこだわったのかは、深く話し

合ったことも無く、本当のところは今でも分からないままです。

　ただ、その時は、実際に「献眼」する日がこんなに早く来ることになるとは、妻も私

も全く夢にも想っていませんでした。

　平成28年８月５日の朝、妻は、あっという間に逝ってしまいました。肺腺癌ステー

ジⅣと診断されてから１年数カ月、61歳の誕生日からわずか２週間でした。

　アイバンク登録の事実と「献眼」の意思を、私から主治医にお伝えしたのは、亡くな

る２日前でしたが、入院していたのがたまたま富山大学附属病院であり、「献眼」の施

術完了までは非常にスムーズであったと思っています。

　今の私は、妻を失った悲しみが大きく、「献眼」について、冷静に思考することがで

きていない状況ですが、アイバンク関係者の皆様等から、ご丁寧な対応をいただくとと

もに、おふたりの方に角膜が移植され、手術

が成功したとのお知らせをいただく中で、妻

が人生の最期に、この世に生きた証として、

崇高な行為を実行したのだろうという想いだ

けは、確信しているところです。

献眼者ご遺族の手記

「献眼」への妻の想いは？ 御器谷正人

息子さんの結婚式

初孫と…
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　今回は、高岡市民病院臓器組織移植委員会委員長であり、金沢パークライオンズクラ

ブ会長一栁健次先生にお話をお伺いいたしました。

大黒理事長：富山県では、ライオンズクラブが中心となってアイバンクを設立して献眼

登録事業を推進してきましたが、時代の経過により、ライオンズクラブメンバー自身

のアイバンク事業に対する理解度が薄くなってきているのではないかと危惧していま

す。また、献眼者を増やすには医療機関における啓発活動が重要であり、平成18年

から設置された院内移植コーディネーターの活動はアイバンクにとって大変ありがた

く思っています。献眼数は少しずつ増加していますが、全国で約2,000人、富山県で

は16人の方が角膜移植を待ち望んでおられ、まだまだ角膜が足りないのです。

　　一栁先生はライオンズクラブメンバーとしてまた医療者としての両面の立場でアイ

バンク活動の問題点やお気づきの点がありますでしょうか？

一栁先生：先日、私の病院の臓器組織移植委員会を開催した時に、富山県ではライオン

ズクラブからの献眼登録者数が石川・福井に比べて多いが、ライオンズマンであって

献眼のご意思を持ちながら、献眼に至らない例が少なからずあるということを聞きま

した。近年、病院で最期を迎えられる患者さんが増えてきています。病院としても尊

い献眼の意思を尊重できる体制が必要であると感じています。

　　例えば、お亡くなりになった時に、主治医または看護師から献眼の意思を口頭で確

認するなどの、患者様とそのご家族が有している意思を確認するシステムを構築すれ

ばいいと思います。当院だけでなく、県内の病院長会議でその必要性を説明して県内

全体で取り組めばおのずと献眼数は増加すると思い

ますし、また病院としても患者様の献眼の意思を尊

重することができます。結果、残された患者様家族

も満足されるのではないかと思います。

大黒理事長：アイバンクというのは、失明したと思

われる人が角膜移植によって見えるようになるとい

う、ものすごく意味のある作業だと思うんです。全

対　談

献眼は　地域に根差した
地道な奉仕活動から…



− 7 −

（左）一栁　健次（いちやなぎ けんじ）
高岡市民病院臓器組織移植委員会委員長
金沢パークライオンズクラブ
2016～2017会長

（右）大黒　幸雄（聴き手）
公益社団法人富山県アイバンク理事長

国で54のアイバンクがあり、その運営形態はそれぞれ違いますが、多くはライオン

ズクラブが関連しています。富山県アイバンク活動がスタートしたころに在籍してい

たライオンズクラブメンバーが今では半分に減っています。ライオンズクラブの奉仕

活動が多様化してきてアイバンク活動の意識が薄れていることを危惧しています。こ

れについてライオンズクラブメンバーとして先生のお考えをお聞かせいただければと

思います。

一栁先生：ライオンズクラブとしては、四献運動を知らないライオンズマンはいないと

思うんですけど、どうしてこの活動が必要なのかということをライオンズマンに広報

する必要があると思うんですよね。

　　ライオンズマンが自分がそういう献眼の気持ちがあって提供を希望しても、自分の

家族がどう思っているかということも大事ですよね。そこらあたり、自分の家族の賛

同も得られないと、献眼というのは今一うまくいかない可能性が考えられますよね。

大黒理事長：それはおっしゃる通りですね。大体最初に献眼運動をやろうと言ってアイ

バンクを立ち上げたライオンズクラブは、ほとんど100パーセント献眼登録したわけ

です。

一栁先生：本人に意思があっても、家族が知らないという場合には、結局素通りしてい

きますものね。

大黒理事長：突如いろいろと変化を起こすということは、組織ではなかなか難しいこと

ですから、少しずつ何か方向が見えてくるとありがたいなと思うんですけれど。献眼

はライオンズクラブにとって一番大きな一番意味のある活動だろうと思っています。

一栁先生：やっぱり地域に根差した地道な奉仕活動

だね。その原点のそれが、献眼なんでしょうね。

大黒理事長：そうなんです。

一栁先生：地域に根差して地道にアイバンク運動し

ましょう。

大黒理事長：よろしくお願いしたいと思います。今

日は本当にどうもありがとうございました。
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　厚生連滑川病院
　院内コーディネーター　岩城　敏之

院内コーディネーター紹介

　当院の、院内コーディネーターは１名が委嘱を受けており、

自分自身は２年目となります。昨年は県内外で開催された院内

コーディネーター連絡会に参加し、移植医療に関する知識や情

報を得て、学びを深めさせていただきました。

　そして、院内コーディネーターの活動として研修会や連絡会

へ参加し、移植医療に関する最新の知識や情報など内容を会議

等で報告したり、実際に院内で事例が発生した場合の手順作り

や見直し、ポスター等を掲示し情報提供を行い、献眼のサポートに繋がるよう取り組ん

でいます。

　まだまだ臓器移植に対する職員の意識が低く、自分自身も院内コーディネーターとし

て関わった献眼の事例はまだありませんが、その役割の重要性をひしひしと感じており

ます。これからも臓器移植やアイバンク活動への理解や啓発に努めていきたいと思いま

す。そしてなにより、献眼という尊い意志決定をされた患者さんやご家族の意思を尊重

し、より良い支援ができるよう努めたいと思います。

　　　　　　　院長　南里　泰弘

●院内コーディネーターについて

　平成18年、臓器移植の円滑な推進を図るために、臓器移植に協力する医療機関

において、医療従事者等に対する臓器移植の普及啓発及び臓器提供に関わる情報収

集の業務を行う職員を、富山県臓器移植院内コーディネーターとして委嘱すること

により、院内コーディネーターの役割を明確にして、その活動を促進することを目

的として設置されました。県内には、22病院65名の方が県知事より委嘱を受けて

活動しておられます。
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　射水市民病院
　外来師長　土屋　陽子

院内コーディネーター紹介

　私は当院の院内コーディネーターを前任者から引き継いで３

年目になります。当院では臓器提供は未だ前例がなく、私自身

対応したことはありません。入院時のオリエンテーションでは

意思表示の書類・臓器提供意思表示カードを持っておられるか

確認していますが、その中でカードを持っていらっしゃる方に

はまだ会えていません。

　また職員への研修を行っていないため、どの臓器が提供可能

なのか、提供する際にはどのような連絡・手順が必要かということを職員に紹介してい

くことから始めなくてはいけないと思っています。そして職員一人ひとりが臓器提供へ

の関心・知識を高め、希望があった場合には患者・家族の思いを大切にした対応ができ

るようになりたいと思います。

　実績はゼロの当院ですが、尊い意思を持っておられる患者・家族の思いを汲み取り、

思いに添えるようコーディネーターとして活動していきたいと思っています。

　　　　　　　院長　麻野井　英次

●院内コーディネーター設置病院

あさひ総合病院、黒部市民病院、富山労災病院、かみいち総合病院、厚生連滑川

病院、富山県立中央病院、市立富山市民病院、富山逓信病院、富山大学附属病院、

富山赤十字病院、済生会富山病院、八尾総合病院、射水市民病院、高岡市民病院、

済生会高岡病院、高岡ふしき病院、厚生連高岡病院、金沢医科大学氷見市民病院、

北陸中央病院、市立砺波総合病院、南砺市民病院、公立南砺中央病院
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高岡アラートライオンズクラブ
2016～2017年　会長　板野　吉秀

　結構長いアイバンクとの係わり、それは、

私がライオンズクラブに入ってまもなくの平

成21年からのお付き合いでございます。

　はじめは何の知識も無い中で、ライオンズ

の先輩から評議員会に行って来いと言われ出

させていただきました。

　私の会社は、葬儀ホールを運営している会

社でございます。

　亡くなられる方々、ご遺族の方々いろいろな出会いがございますが、なかなか、亡く

なられた方たちを前に献眼をお願いいたしますとは、言い出しにくいものでございま

す。

　アイバンクが大事で非常に世間の役に立つ事業であることは、重々承知している私で

はございますが、よくて、アイバンクに登録されておられませんかと、アンケートさせ

ていただいているのが限界のようで、角膜を提供してもらえませんかと聞けるのは、よ

ほど仲のいい友人の関連するご家庭ぐらいでございます。

　それでも、つい先日、私の友人で、ご不幸があったときに、奥様に当人が献眼登録さ

れておられたので、献眼されませんかとお伺いさせていただいたのですが、当人は病気

で苦しんだんだから、そっとしてあげたいんだと、却下されてしまいました。

　アイバンク自身の献眼率を高めるためには、もっと周りの方々のサポート、家族の理

解が必要だと感じました。

私とアイバンク
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新湊ライオンズクラブ
2016～2017年　会長　笹谷　幸子

　新湊ライオンズクラブでは、年２回、愛
の献血運動を行っています。その際、来場
者に献眼登録のパンフレットを配布してき
ました。果たして何人の方が興味を持って
このパンフレットを読んで下さっているの
だろうか。正しく理解して頂いているのだ
ろうか。いつも気になっておりました。
　それなら地域の方々に、アイバンクや献眼登録について正しい情報を提供する機会
を、当クラブで設ければ良いのではと思い立ちました。
　会長として、今期のメインアクティビティを「献眼登録者数の増強」と提案し、賛同
頂き、メインアクティビティ実行委員会を発足しました。活動内容を３項目に構成しま
した。アクト１・献眼登録者数の増強を発信する当クラブメンバーの意識を高めるた
め、メンバーの登録率を上げる活動をしました。アクト２・「献眼登録の集い」を開催
し、地域の方々に、アイバンクや献眼登録について正しい情報を提供する活動をしまし
た。アクト３・企業や各種団体、サークルの集会へ当クラブから出向き、出前講座を行
う活動をしました。いよいよ会員一丸となって勇往邁進です。
　ここで、アクト２「献眼登録の集い」の内容についてもう少し説明いたします。会
場は第一イン新湊の孔雀の間で開催しました。啓発用DVD「ヒ・カ・リ Relay of light」
を観賞し、その後、富山県アイバンクコーディネーター入江真理氏が「あなたにもでき
ます 光の贈りもの」と題しての講演をしました。とても解りやすく来場者の方々にア
イバンクについてご理解頂くことが出来ました。休憩タイムには、ドリンク・お菓子
コーナーでくつろいで頂き、最後は、アレマー玉井氏によるマジック＆トークショーで
楽しんで頂き、閉会しました。貴重な時間を割いてお越し下さった皆様に、感謝の気持
ちを込めた粗品を進呈しました。何より一番心配されたどれだけの方々にお越し頂ける
かということ、会員の人脈を駆使したり、ポスター貼りやチラシのポスティングをしま
した。情報誌にも折込みを入れました。また、入江コーディネーターに協力して頂き、
射水ケーブルネットワークの番組でのPRも行いました。その甲斐あって、目標100名
を大いに超え、盛況に終えることが出来ました。
　アンケートでは「有意義だった。」「登録に向けて検討したい。」等々前向きな感想を
頂き、更には、当日登録して頂いた方、後日郵送して頂いた方もおられ、開催して良
かったと嬉しい気持ちでいっぱいになりました。
　今回のメインアクティビティ「献眼登録者数の増強」に携わって頂いた全ての方々に
感謝申し上げます。ありがとうございました。

献眼活動の取組み
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石村　正男 100,000
松原百合子 90,000
伊勢　豊彦 56,000
中村　邦子 50,000
川岸　敏子 30,000
河島　早苗 30,000
篠田　和男 30,000
野村　謹吉 30,000
吉田　　隆 30,000
伊賀　　肇 20,000
豊田　耕一 20,000
畠山　志郎 20,000
中野　忠雄 15,000
宮岸　　武 15,000
森　　　弘 15,000
匿名希望 15,000
老子　善康 13,000
匿名希望 13,000
筏井　晴夫 10,000
稲垣　　實 10,000
大浦　　均 10,000
大間知雄三 10,000
笠島　　眞 10,000
作村佐智子 10,000
佐藤　善政 10,000
武田　　宏 10,000
豊田　ふみ 10,000
野村　健造 10,000
松岡　秀子 10,000
向　喜栄子 10,000
村上　　果 10,000
山口　　清 10,000
藤巻　篤子 9,000
百澤千賀子 9,000
井上　政雄 6,000
角谷　幸代 5,000
黒川　哲男 5,000
小嵐恵美子 5,000
真田　律子 5,000
嶋作　恭子 5,000
炭谷　洋子 5,000
竹田　市次 5,000
栂野尾桂子 5,000

永田　春子 5,000
野田　俊勝 5,000
堀　　壽夫 5,000
高見　隆夫 4,000
浅尾ミサヲ 3,000
朝倉　一美 3,000
跡治　幸子 3,000
幾島かをる 3,000
石黒　　寛 3,000
和泉　弘司 3,000
稲場トシ子 3,000
稲村　栄勝 3,000
上田精弌・憲子 3,000
上野ひかり 3,000
内山満里子 3,000
大角智寿子 3,000
岡部　昇栄 3,000
奥村　豊明 3,000
鹿島うら子 3,000
片岡毅久雄 3,000
亀谷　隆子 3,000
河原　知昭 3,000
菊地　　清 3,000
岸　　一雄 3,000
北野　敏雄 3,000
木山　　隆 3,000
窪田　一誠 3,000
下条　省三 3,000
駒野　松也 3,000
佐伯　文江 3,000
境　　里子 3,000
笹島　延元 3,000
佐竹　幸江 3,000
佐藤　瑞恵 3,000
佐野久美子 3,000
三田　和子 3,000
篠崎　宣行 3,000
篠塚　征則 3,000
下関　幸子 3,000
須垣　純夫 3,000
関口かおる 3,000
千龍義信・かな子 3,000
髙木　和夫 3,000

谷野　克巳 3,000
田之下和美 3,000
筒井　町子 3,000
出口テル子 3,000
寺澤　和美 3,000
寺島　文子 3,000
土橋　政信 3,000
中井　一子 3,000
中川　正吉 3,000
中川吏永子 3,000
中筋　國雄 3,000
永瀬波津枝 3,000
中西　広一 3,000
中保　　昭 3,000
中山のぶ子 3,000
夏野　元志 3,000
長谷川京子 3,000
浜川眞理子 3,000
林　とみい 3,000
早勢　雅己 3,000
久田　茂光 3,000
福井　　博 3,000
藤井　義成 3,000
堀　ヤヱ子 3,000
町田スゞヱ 3,000
松倉　義子 3,000
港　　　勉 3,000
南　　正子 3,000
三村　幸一 3,000
宮島さだ子 3,000
室山　若子 3,000
元野　清光 3,000
門前　昌志 3,000
矢木　義人 3,000
谷内口正孝 3,000
山崎　和子 3,000
山本　辰男 3,000
吉田　卓矢 3,000
網　美保子 2,000
今村　義和 1,000
永森　良夫 1,000

ご芳志ありがとうございました。 敬 称 略
単位：円

☆一般（個人）

☆一般（法人・団体）

☆ライオンズクラブ関係

□寄付者　ご芳名　平成27年４月〜平成28年３月

医療法人明世社白井病院 300,000
永栄会 100,000
ジャパンテクノフーズ株式会社 100,000
株式会社北陸電設 100,000
株式会社メガネハウス 50,000
セントラルメディカル株式会社 30,000
日商建材株式会社 30,000
株式会社オフィスケイ 20,000

クリス音楽院 20,000
株式会社いたの 10,000
久保毅税理士事務所 10,000
株式会社クマキ 10,000
有限会社しまだ 10,000
富源商事株式会社 10,000
とよだ眼科クリニック 10,000

1R1ZC就任記念ゴルフ大会 110,268
1R1Zガバナー公式訪問 90,000
1R2ZC就任記念チャリティゴルフ大会 51,603
1R2Zガバナー公式訪問 50,000
2R2Zガバナー公式訪問 100,000
2R3Zガバナー公式訪問 50,000
富山みなとライオンズクラブ 12,000
富山雷鳥ライオンズクラブ 50,000
富山ちゅうりっぷライオンズクラブ 200,000

上市ライオンズクラブ 100,000
高岡伏木ライオンズクラブ 50,000
新湊ライオンズクラブ 60,000
小杉ライオンズクラブ 100,000
小杉ライオンズクラブチャーターナイト50周年記念チャリティゴルフ大会 70,000
大門ライオンズクラブ 100,000
砺波ライオンズクラブ 150,000
となみセントラルライオンズクラブ 100,000
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個人会員
□賛助会員　平成27年４月〜平成28年３月

秋本　政亮

油本　　茂

石川　雅朗

石﨑　敬治

石﨑　由則

石田ひとみ

市岡　義望

一川　順彦

伊東　紀一

伊藤　光雄

今村　知代

入井　孝博

植田　芳樹

梅田　清一

浦野　孝一

大浦　　均

大江功一郎

大﨑　利明

大沢　範洋

太田　　茂

大田　妙子

大庭　知子

岡本　賢三

岡本　武勇

奥原喜代司

尾崎　　誠

小沢　正康

尾谷　秀雄

小津ゆかり

片山　寿夫

加藤　樹永

金井　澄子

鎌谷　克彦

上山　恵巳

狩野　俊哉

川上　祐子

清河　高之

清河　　衛

熊本　新一

黒﨑　春久

慶野　耕一

刑部　郁子

高縁　　勲

髙縁　　勉

小坂　愛香

小坂　　章

斉藤　周子

境　　　伸

佐賀野昭一郎

作村佐智子

佐近　　肇

澤泉　　弘

篠田　和男

清水　英子

杉本喜久子

高岸　和男

高林　　敏

高柳　　昇

竹本　福志

舘　奈保子

田中　良則

谷川　　悠

谷口　正明

谷口　保孝

土田　　豊

寺井　　仁

寺﨑　達二

東條　直貴

富山　　剛

豊田　葉子

虎谷　武道

鳥崎　真人

鳥山　　博

中川　忠昭

中川　正人

長勢　知子

長田　雅子

中村　孝子

波岡　一子

西野　義隆

新田　正昭

野崎　唯吉

野尻津喜夫

野尻登美子

能瀬　和雄

野村　賢政

長谷川修博

畠山　　明

畠山　敏一

浜多　等志

林　　篤志

稗苗　清吉

廣瀬　和夫

廣瀬　利行

広野登志子

藤記　尚子

藤塚由紀子

藤巻　篤子

保里真理子

本元　幸俊

松倉　正機

松崎　孝治

松本　憲治

三井田一博

道原　英克

宮腰　晃央

宮野　高司

森　　　弘

森田　嘉樹

八木　　洋

屋根　愼二

山尾　佳史

山口　清和

山崎　和子

山崎　昌弘

山崎　泰邦

山崎与四之

山下　　泉

山下　陽子

山本　明彦

吉崎　　剛

吉崎　　実

吉田　　讓

米田　健一

若森　征雄

渡邊　一三

綿屋　和美

法人会員
☆一般

株式会社岩黒製作所

株式会社押田建築設計事務所

株式会社北日本工芸

久保毅税理士事務所

株式会社黒東アメニティー公社

有限会社笹島商事

サンユウセキュリティ株式会社

株式会社すがの印刷

株式会社セイアグリーシステム

高瀬公認会計士事務所

東光運輸株式会社

富源商事株式会社

株式会社富山県義肢製作所

富山スガキ株式会社

医療法人光ケ丘病院

平田眼科医院

株式会社広野

株式会社藤井産業

伏木海陸運送株式会社

伏木貨物自動車株式会社

北陸エンジニアプラスチック株式会社

北陸バンドー株式会社

有限会社北高運輸

株式会社マスイ

有限会社舛谷解体工業

丸進商事株式会社

株式会社マルチ・アクセス・カンパニー

株式会社丸八

ミユキ化成株式会社

富山セントラルライオンズクラブ

富山昭和ライオンズクラブ

滑川ライオンズクラブ

滑川有恒ライオンズクラブ

高岡フラワーライオンズクラブ

☆ライオンズクラブ関係
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募金ありがとうございました。平成27年４月〜平成28年３月
☆一般

高岡高校13回卒業同窓会 30,000
片山眼科医院 29,784
大城眼科医院 26,002
スナック彩 21,742
ますだ眼科医院 18,324
山崎眼科医院 16,472
にいかわ信用金庫 16,114
ほり眼科クリニック 13,441
ポプラ伏木古府店 11,477
ポプラ高岡泉ヶ丘店 10,980

高岡市民病院　売店 6,743
アラピア 6,614
サークルK高岡問屋センター店 5,600
おおがくクリニック 5,464
カレーハウス コロンブス 5,397
済生会富山病院　眼科外来 5,224
ポプラ戸出春日店 4,351
北陸バンドー株式会社 3,760
富山大学附属病院　眼科外来 3,566
公立南砺中央病院 253

滑川ライオンズクラブ 17,326
滑川有恒ライオンズクラブ 35,000
高岡志貴野ライオンズクラブ 6,695

氷見ライオンズクラブ 13,000
小杉ライオンズクラブ 38,562

☆ライオンズクラブ関係

2015年５月20日新湊ライオンズクラブのチャリティ
パークゴルフ大会にてご寄附をいただきました。

2015年８月19日ライオンズクラブ2R2Zガバナー
公式訪問にてご寄附を頂きました

2015年８月１日小杉商工フェアにて小杉ライオ
ンズクラブ様より募金を頂きました。

2015年８月26日ライオンズクラブ2R3Zガバナー
公式訪問にてご寄附を頂きました。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成27年度事業報告

〈公益事業１〉眼のあっせん等に関する事業

⑴献眼登録者の募集および啓発事業

　　登録パンフレットを2,000部印刷し、県内医療機関、市町村、関係各所へ配布した。

　　登録希望者へパンフレットの配布、登録カードの発行を行った。

　　本年度の献眼登録者数は、256名となった。

⑵眼球あっせん事業

　①眼球のあっせん

　　●�ドナー情報が29名あり、26名から提供を頂いた。

　　

献眼月 年齢　性別 在住地

５月
60歳代　男性 富山市

90歳代　女性 魚津市

６月 60歳代　女性 高岡市

７月

80歳代　女性 富山市

70歳代　男性 富山市

90歳代　男性 富山市

60歳代　女性 黒部市

８月

80歳代　男性 富山市

60歳代　男性 砺波市

90歳代　女性 高岡市

70歳代　女性 高岡市

90歳代　男性 富山市

９月
80歳代　女性 氷見市

80歳代　男性 富山市

献眼月 年齢　性別 在住地

10月 70歳代　男性 高岡市

11月

70歳代　男性 富山市

70歳代　男性 富山市

80歳代　男性 滑川市

12月

90歳代　男性 入善町

60歳代　男性 南砺市

70歳代　女性 富山市

１月 80歳代　男性 富山市

２月
100歳代　女性 富山市

50歳代　男性 南砺市

３月
40歳代　女性 富山市

80歳代　男性 高岡市

　　●提供者のご葬儀に参列し、弔辞を奉読し、感謝状を伝達した。

　　●提供者ご遺族へ、角膜移植報告を行った。

　　●�提供眼球の検査等を行い、医学基準に基づき、角膜のあっせんを行い、48名の方

に角膜移植が、また、強膜のあっせんを行い、42名の方に強膜移植が行われた。

　　●�10月22日、富山県庁特別室において、平成26年８月から平成27年９月までの献眼

者35名に対して、厚生労働大臣感謝状伝達式を開催した。

　②移植希望者の募集および登録

　　●移植を希望する医療機関より移植申込を受け、移植待機リストを作成した。

⑶普及啓発事業

（平成27年４月１日〜平成28年３月31日）
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　①医療従事者への啓発活動

　　●�院内移植コーディネーター連絡会に参加し、院内移植コーディネーターへの啓発活

動を行った。

　　●富山県立中央病院、厚生連高岡病院、高岡市民病院において病院症例検討会を行った。

　　●市立砺波総合病院、富山大学附属病院、高岡市民病院の院内移植委員会等に参加した。

　　●�啓発活動の一環として、赤十字富山病院、富山福祉短期大学において、グリーフケ

アとしてのエンゼルメイクと題して講演を行った。

　　●�市立砺波総合病院、済生会高岡病院、厚生連高岡病院、富山県立中央病院救命セン

ター、高岡市民病院、富山医療専門学校において献眼啓発講演を行った。

　②一般県民への啓発活動

　　●街頭での啓発活動を県内各地で29回実施した。

　　●啓発活動の一環としての講演を県内各地で15回実施した。

⑷その他

　　　第72回富山眼科集談会、第14回日本組織移植学会学術集会にて発表した。

　　　県内外の角膜移植に関する学会に参加した。

〈公益事業２〉眼の衛生に関する普及啓発事業

⑴�広報誌「アイバンクだより第21号」7,000部を発行し、登録者並びに県内関係機関へ配

布した。

⑵�眼の衛生に関する講演会として、富山市立呉羽中学校学習活動「夢に向かってステップ

･ワン！『13歳の学び』」にて講義を行った。

⑶情報紙「アイバンク情報」を月１回発行し、ホームページに掲載した。
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公益財団法人富山県アイバンク　平成27年度収支計算書（損益）
平成27年４月１日～平成28年３月31日

（単位：円）

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

⑴経常収益

　①基本財産運用益 70,447 0 70,447

　②特定資産運用益 5,618 0 5,618

　③受取会費 837,000 0 837,000

　④事業収益 11,680,000 0 11,680,000

　　角膜斡旋手数料 10,000,000 0 10,000,000

　　強膜斡旋手数料 1,680,000 0 1,680,000

　⑤受取補助金等 3,750,000 1,000,000 4,750,000

　　富山県補助金収入 1,350,000 0 1,350,000

　　LC奉仕銀行助成金収入 1,500,000 1,000,000 2,500,000

　　郵政公社助成金収入 870,000 0 870,000

　　富山県善意銀行助成金収入 30,000 0 30,000

　⑥受取寄付金 3,665,812 0 3,665,812

　　寄付金収入 3,313,921 0 3,313,921

　　募金収入 351,891 0 351,891

　⑦県委託事業費収入 462,547 0 462,547

　⑧日本アイバンク協会委託事業費収入 835,411 0 835,411

　⑨雑収益 43,655 29,103 72,758

　経常収益計 21,350,490 1,029,103 22,379,593

⑵経常費用

事業費 18,887,549 0 18,887,549

　①眼球のあっせん等に関する事業費 4,293,255 0 4,293,255

　②眼の衛生に関する普及啓発事業費 1,315,833 0 1,315,833

　③公益事業共用費 11,461,426 0 11,461,426

　④什器備品償却費 807,097 0 807,097

　⑤県委託事業費支出 124,300 0 124,300

　⑥日本アイバンク協会委託事業費支出 885,638 0 885,638

科　　　　目
決　算　額

公益事業小計 法人会計 合　計

管理費 0 2,564,455 2,564,455

　①諸給与支出 0 880,124 880,124

　②会議費支出 0 806,882 806,882

　③需用費支出 0 790,799 790,799

　④退職給付費用 0 60,400 60,400

　⑤什器備品償却費 0 26,250 26,250

　経常費用計 18,887,549 2,564,455 21,452,004

評価損益調整前当期増減額 2,462,941 △ 1,535,352 927,589

評価損益等計 0 0 0

当期経常増減額 2,462,941 △ 1,535,352 927,589

２．経常外増減の部

⑴経常外収益 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0

⑵経常外費用 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 2,462,941 △ 1,535,352 927,589

　一般正味財産期首残高 83,127,046

　一般正味財産期末残高 84,054,635

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　受取補助金等 0 0 0

　受取負担金 0 0 0

　受取寄付金 0 0 0

　基本財産運用益 0 0 0

　特定資産運用益 0 0 0

　一般正味財産への振替額 0 0 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 84,054,635
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公益財団法人富山県アイバンク相談役・理事・監事

理事42名・監事２名

役　職 氏　名 勤　務　先

理 事 長 大黒　幸雄 株式会社マルチ・アクセス・カンパニー　代表取締役

副理事長 宮岸　　武 北陸バンドー株式会社　代表取締役社長

副理事長 伊勢　豊彦 株式会社セイアグリーシステム　代表取締役

常務理事 野村　謹吉 株式会社ガスコムノムラ　会長

常務理事
（事務局長） 森　　　弘 防災電設株式会社　代表取締役

名誉理事 高田　　眞 阪神容器株式会社　代表取締役会長

理　　事 本村　哲明 株式会社北日本工芸　代表取締役

理　　事 岡本　武勇 一般社団法人富山県身体障害者福祉協会　会長

理　　事 金井　澄子 元公益社団法人富山県善意銀行　特別参与

理　　事 寺﨑　達二 寺崎樹脂　代表

理　　事 笠島　　學 医療法人社団紫蘭会光ヶ丘病院　理事長

理　　事 牧　　　亨 東光運輸株式会社　代表取締役社長

理　　事 藤巻　篤子 眼科医師

理　　事 林　　篤志 富山大学医学部眼科　教授

理　　事 中尾　順一 株式会社ホクペレ　代表取締役会長

理　　事 木村　正明 木村経営会計事務所　所長

理　　事 磯野　敏雄 司法書士・土地家屋調査士磯野敏雄事務所　所長

理　　事 蔵堀　祐一 富山県　厚生部長

理　　事 上野　和博 社会福祉法人富山県社会福祉協議会　専務理事

理　　事 狩野　俊哉 狩野眼科医院　院長（富山県眼科医会　会長）

理　　事 藤塚由紀子 元富山県消費者協会　事務局長

理　　事 宮本　眞弓 富山医療福祉専門学校　副学校長

役　職 氏　名 勤　務　先

理　　事 井村　昭彦 元富山県議会議員

理　　事 筏井　晴夫 元高岡信用金庫

理　　事 門前　昌志 阪神化成工業株式会社　総務部長

理　　事 畠山　志郎 株式会社北陸電設　取締役

理　　事 山城　篤志 ジャパンテクノフーズ株式会社　代表取締役

理　　事 宮前　宏司

理　　事 杉本　學重 株式会社西元サンクリーン　代表取締役

理　　事 藤田　整司 株式会社藤田銅器製作所　取締役会長

理　　事 延澤　泰明 ミユキ化成株式会社　代表取締役

理　　事 五島　辰夫 株式会社丸圓商店　代表取締役

理　　事 廣瀬　　淳 株式会社公生社　代表取締役

理　　事 芝山　重憲 シバヤマ建設株式会社　代表取締役社長

理　　事 福田　義久 ラックプロ株式会社　代表取締役

理　　事 鋪田　博紀 シキダ不動産株式会社　専務取締役

理　　事 上田　和男 株式会社黒東アメニティ公社　代表取締役社長

理　　事 工藤　光也

理　　事 髙松　和宏 北日本フードサービス株式会社　代表取締役

理　　事 梅木　一隆 有限会社福野自工　代表取締役

理　　事 嶋　　龍仁 有限会社ジェイシーバール　代表取締役社長

理　　事 栗山　雅明 株式会社クリヤマ　代表取締役

監　　事 高瀬　清春 高瀬公認会計士事務所

監　　事 石村　正男 北海工業株式会社　代表取締役

（平成27年７月13日現在）

（平成28年６月20日現在）

役　職 氏　名 勤　務　先

名誉顧問 高田　順一 阪神容器株式会社　代表取締役社長

役　職 氏　名 勤　務　先

相談役 中川　忠昭 富山県議会議員

相談役 渡辺　守人 富山県議会議員

名誉顧問１名・相談役２名  

− 18 −
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公益財団法人富山県アイバンク評議員

氏　名 勤　務　先

押田　洋治 株式会社押田建築設計事務所 　代表取締役社長

渡邉　清隆 株式会社富山市場輸送　代表取締役

永川　武文 有限会社永栄商事　代表取締役社長

山﨑　義明 株式会社山崎製作所　代表取締役社長

高田　重信 高田燃料店（富山市議会議員）

五十嵐　務 有限会社富山メディアワーク　取締役（県議会議員）

松岡　秀子 松岡ジャズバレエ研究所

長谷川修博 日本海調温株式会社　代表取締役

山口　　清 有限会社富山重機　代表取締役社長

谷川　　弘 丸谷工業株式会社　取締役会長

牧野　吉成 阪神化成工業株式会社　生産管理係係長

中嶋　　進 中島サイディング　代表

辻井　益雄 株式会社富花　代表取締役

島田　秀雄 阪神化成工業株式会社　監査役

上野　　俊 株式会社上野文美堂　代表取締役

菅野　寛二 株式会社すがの印刷　代表取締役

中田　眞法 大岩山日石寺　責任役員

窪田　一誠 立山町議会議員

渡辺　隆英 有限会社渡邊工業　代表取締役社長

氏　名 勤　務　先

上野　基巳 株式会社イリス　代表取締役

清河　　衛 有限会社仁右衛門家　代表取締役

弓野　久和 大家庄農事組合　組合長

折橋　毅一 株式会社折橋政次郎商店　代表取締役

若森　征雄 若森商店　代表

北林　和正 有限会社北林不動産管理　代表取締役

焼田志図夫 やきた歯科医院　院長

山﨑　正治 山﨑木材株式会社　代表取締役

彦田　甚一

板野　吉秀 株式会社いたの　代表取締役社長

三ノ宮芳和 株式会社三ノ宮燃料　代表取締役社長

山崎　泰邦 社会福祉法人伏木会特別養護老人ホームふしき苑　施設長

伊藤　光雄 イトウ重機工業株式会社　代表取締役

米山　幸男 ワイケイホーム株式会社　代表取締役

池田　善揮 株式会社廣昌堂　代表取締役

片山　孝志 片山工業株式会社　代表取締役

山﨑　　泉 株式会社山崎組　代表取締役社長

北岡　　勝 公益社団法人富山県善意銀行　常任理事兼事務局長

（平成28年７月１日現在）

　今回の表紙は「アイバンク事業＝光をとどける仲人」と考え、光をキーワードとし
た。従前は明るい色調の表紙が多かったが今度は一転して闇夜にうかぶ滑川海岸のホ
タルイカを取り上げた。ホタルイカの光は単体では儚いが群生では華麗な光のペー
ジェントとなる。
　アイバンクの献眼活動もライオンズクラブ主体の一灯から、県民をまきこんだ万灯
となり、待機者ゼロとなることをめざしたい。
� 広報委員　筏井晴夫（高岡フラワーLC所属）
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アイバンク　Ｑ＆Ａ

献眼は心停止後に眼を提供していただくことで、臓器提供は、体内
の臓器を提供することです。

年齢の制限はありません。100歳以上の方からもご献眼いただいて
います。また臓器提供は、肝臓を除いて年齢制限があります。

ご本人の意思でアイバンクに登録していただくと、登録カードを発
行します。そしてご本人が亡くなられた時点でご家族からアイバン
クに連絡していただくしくみになっています。
また、登録していなくても拒否していない限り、ご家族の同意で提
供できます。

できます。白内障や近視、乱視、老眼、色盲のような眼の異常が
あっても献眼は可能です。

お亡くなりになったところで提供していただきます。病院であれば
病院で。またご自宅であればご自宅まで医師が出向きます。

エイズ・Ｂ型肝炎・神経系疾患・敗血症・白血病などの病気は献眼
できません。

義眼を入れた後にエンゼルメイクを施しますのでおだやかな顔はそ
のままです。 
また、摘出時間は30分程度とわずかです。

Ｑ１．献眼と臓器提供ってどう違うの？

Ｑ２．何歳までできるの？

Ｑ３．どうやって提供するの？

Ｑ４．白内障の手術をしたのですが献眼できますか？

Ｑ５．どこで提供するの？

Ｑ６．献眼できない病気ってあるの？

Ｑ７．献眼した後はどのようになりますか？

Ａ１．

Ａ２．

Ａ３．

Ａ４．

Ａ５．

Ａ６．

Ａ７．


